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佐
　
藤
　
由
　
隆

序

　

懐
徳
堂
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
大
阪
に
お
い
て
町
人

達
の
出
資
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
享
保
十
一
年
に
は
官
許
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
半
官
半
民
の
体
制
を
と
っ
た
、
朱
子
学
の
学
問
所

で
あ
る
。
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
四
）
は
、
第
四
代
学

主
と
し
て
、
そ
の
最
盛
期
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
中
井
竹
山
を
中
心
と
し
て
、
懐
徳
堂
学
派
の

掲
げ
た
学
問
方
針
と
目
さ
れ
る
「
博
約
並
進
」
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
「
博
約
」
と
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
の
「
子
曰
く
、
君
子
博
く
文

を
学
び
て
、
之
を
約
す
る
に
礼
を
以
て
せ
ば
、
亦
た
以
て
畔
か
ざ

る
べ
き
か
（
子
曰
、
君
子
博
学
於
文
、
約
之
以
礼
、
亦
可
以
弗
畔

矣
夫
）」
な
ど
を
出
典
と
す
る
「
博
文
約
礼
」
が
元
と
な
る
語
で

あ
る
。
こ
の
「
博
約
並
進
」
と
い
う
語
に
関
し
て
は
、
竹
山
の
師

で
あ
る
五
井
蘭
洲
（
懐
徳
堂
初
期
の
助
教
、
一
六
九
七
―
一
七
六

二
）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

王
陽
明
は
乃
ち
其
の
終つ

い

に
誣
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
り

て
、
工
夫
は
即
ち
本
体
、
本
体
は
即
ち
工
夫
な
り
と
曰
う
は
、

是
れ
徳
性
と
問
学
を
一
に
せ
ん
と
欲
す
る
の
張
本
に
し
て
亦

た
禅
の
機
な
り
。
孔
門
の
博
約
並
進
の
旨
に
非
ず
。
学
者
は

設も

し
孔
子
を
誦
法
せ
ざ
れ
ば
則
ち
已
む
。
苟
し
く
も
孔
子
を

誦
法
す
れ
ば
則
ち
其
の
誨
う
る
所
に
遵
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

〔『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
巻
、
五
七
葉
裏
―
五
八
葉
表（

１
）〕

　

こ
こ
に
お
い
て
蘭
洲
は
、
陽
明
学
は
「
博
約
並
進
の
旨
」
に
反

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
く
だ
り
の
文
章
を
総
合
し
て
鑑

み
る
と
、
こ
れ
は
陽
明
学
の
「
知
行
合
一
」
に
対
す
る
批
判
で
あ

中
井
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る
。
つ
ま
り
「
博
約
並
進
」
と
は
知
行
論
に
ま
つ
わ
る
理
念
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
朱
子
学
の
知
行
論
と
し
て
知
ら
れ
る
「
先
知
後

行
」
に
対
し
て
も
、
蘭
洲
は
懐
疑
的
な
見
解
を
示
す
。

又
た
曰
く
、「
知
を
先
に
し
て
行
を
後
に
す
、
此
れ
固
よ
り

学
問
の
常
法
な
り
」
と
。
余
は
以
為
ら
く
、
此
れ
庸
人
孺
子

の
事
な
る
の
み
。
務
め
て
其
の
知
る
所
を
行
う
、
是
れ
常
法

な
り
。
且
つ
知
り
且
つ
行
う
、
徳
の
進
な
り
。
苟
し
く
も
知

り
て
後
に
行
わ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
乃
ち
恐
ら
く
は
之
を
行
う

こ
と
無
し
と
。
曰
く
、
王
陽
明
の
知
行
合
一
の
説
は
、
古
訓

に
背
く
と
雖
も
、而
れ
ど
も
仁
斎
の
徒
の
如
き
を
砭い

ま
しめ

り
と
。

〔『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
下
巻
、
十
五
葉
裏
―
十
六
葉
表（

２
）〕

　

こ
れ
は
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
―
一
七
〇
五
）
を
批
判
す
る
文

章
で
あ
る
が
、
趣
旨
は
「
先
知
後
行
」
が
陥
る
危
険
性
に
対
す
る

批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
知
」
に
偏
重
し
て
「
行
」
を
軽
視

す
る
傾
向
を
危
険
視
し
、「
且
つ
知
り
且
つ
行
う
」
と
い
う
方
法

を
推
奨
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
知
」
へ
の
偏
重
を
批

判
し
た
と
い
う
点
で
は
「
知
行
合
一
」
も
評
価
で
き
る
、
と
さ
え

言
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
五
井
蘭
洲
は
、「
先
知
後
行
」
と
「
知
行
合
一
」
の
双

方
を
批
判
し
な
が
ら
「
並
進
」
と
い
う
方
法
を
選
択
し
た
、
と
い

う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
後
の
懐
徳
堂
学
者
も
、
こ
の
思
想
を

継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

３
）。

　

事
実
、
こ
の
こ
と
が
判
る
資
料
が
存
在
す
る
。
中
井
木
菟
麻
呂

（
一
八
五
五
―
一
九
四
三
）
が
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
懐
徳

堂
を
再
建
す
る
た
め
に
作
っ
た
意
見
書
『
重
建
懐
徳
堂
意
見
』
に
、

次
の
よ
う
な
文
が
見
ら
れ
る
。

我
が
懐
徳
書
院
、
学
問
の
事
は
佗
に
譲
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、

然
れ
ど
も
必
ず
し
も
遽
か
に
他
の
上
に
在
ら
ず
。
独
だ
徳
行

の
事
は
、
則
ち
尤
も
他
の
上
に
在
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
博
文

約
礼
の
訓
は
、
古
よ
り
然
る
な
り
。
唯
だ
古
の
学
は
則
ち
簡

易
に
し
て
、
徳
教
と
学
術
と
は
自
ず
か
ら
関
係
有
り
、
別
し

て
其
の
目
を
立
て
ず
、
以
て
倫
理
教
導
の
法
を
置
く
。
今
の

学
は
則
ち
諸
科
分
立
し
、
必
ず
し
も
徳
教
に
関
わ
ら
ず
。
是

の
故
に
倫
理
道
徳
は
別
し
て
其
門
を
立
て
ざ
る
を
得
ざ
る

は
、
是
も
亦
た
自
然
の
勢
な
る
の
み
。
唯
だ
博
文
約
礼
の
訓

は
、
則
ち
易か

う
べ
か
ら
ず
。
是
れ
我
が
書
院
の
他
を
超
え
る

所
以
な
り
。
其
の
則
を
践ふ

ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
再
興
も
謂
う
こ

と
無
き
な
り
。
古
来
我
が
書
院
の
諸
先
哲
は
、
堂
規
を
恭
敬

し
、
以
て
斯
の
彝
訓
を
奉
じ
、
其
の
弟
子
を
率
い
る
に
、
厳

肅
に
し
て
法
有
り
て
、
躬み

ず
か自

ら
之
を
行
い
て
、
諸
生
は
悦
服
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読
書
の
多
、
操
觚
の
巧
、
之
を
博
と
謂
う
。
己
を
処
す
る
の

正
、
物
に
接
す
る
の
要
、
之
を
約
と
謂
う
。
斯
の
二
者
を
担

当
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
聖
学
と
言
う
を
得
ざ
る
な
り
。
吾
が

懐
徳
書
堂
の
学
、之
の
二
者
を
以
て
、準
的
と
為
す
。〔
中
略
〕

我
が
邦
の
学
の
、
近
古
に
鳴
る
者
は
、
前
に
山
﨑
闇
齋
有
り
、

後
に
物
部
徂
來
有
り
。
山
子
の
学
は
、
約
有
れ
ど
も
博
無
く
、

物
子
の
学
は
、
博
有
れ
ど
も
約
無
く
、
各
の
一
偏
に
堕
す
る

者
な
り
。
之
を
聖
門
の
学
と
謂
う
べ
か
ら
ず
。〔『
寒
泉
遺
稿
』

壬
戌
稿
「
送
高
橋
順
甫
東
還
序
」（
大
阪
大
学
図
書
館
懐
徳

堂
文
庫
蔵
本
）、
一
六
葉
表
︱
一
六
葉
裏（

５
）〕

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、「
博
」
と
「
約
」
を
両
立
し
て
行
う
こ
と
こ

そ
学
問
の
理
想
的
な
あ
り
方
で
あ
り
、
懐
徳
堂
こ
そ
は
そ
れ
を
目

標
と
し
て
行
っ
て
い
る
学
問
所
で
あ
る
、と
寒
泉
は
述
べ
て
い
る
。

　

寒
泉
に
従
え
ば
、「
博
」
く
学
ぶ
べ
き
「
文
」
と
は
具
体
的
に

は
「
読
書
の
多
、
操
觚
の
巧
」、
す
な
わ
ち
書
籍
と
文
章
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
傾
倒
し
す
ぎ
て
い
る

の
が
す
な
わ
ち
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
の
学
で
あ

り
、
こ
れ
を
重
視
せ
ず
に
実
践
的
な
「
約
礼
」
ば
か
り
に
傾
倒
し

て
い
る
の
が
す
な
わ
ち
山
﨑
闇
斎
（
一
六
一
八
―
一
六
八
二
）
の

学
で
あ
る
、
と
寒
泉
は
説
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
徂
徠
学
派
の
学
術
傾
向
を
批
判

せ
り
。
是
を
以
て
徳
行
は
他
に
超
え
る
こ
と
有
る
な
り
。
即

ち
今
に
し
て
之
を
興
せ
ば
、豈
に
亦
た
古
に
法
ら
ざ
ら
ん
や
。

〔『
重
建
懐
徳
堂
意
見
』
六
頁（

４
）〕

　

中
井
木
菟
麻
呂
は
、
懐
徳
堂
最
後
の
「
預
り
人
」（
運
営
の
最

高
責
任
者
）
で
あ
っ
た
中
井
桐
園
（
一
八
二
三
―
一
八
八
一
）
の

息
子
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、「
博
文
約
礼
の
訓
」
を
実
行
し
た
点

こ
そ
懐
徳
堂
の
最
大
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
方
針
を
受
け
継
が
な
け
れ
ば
、
懐
徳
堂

の
再
興
は
あ
り
得
な
い
、
と
ま
で
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
博
文
約
礼
の
訓
」
こ
そ
「
博
約
並
進
」
で
あ
っ
た
の
だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
理
念
が
懐
徳
堂
の
中
で
ど
れ
だ
け
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
充
分
に
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
の
は
、
中
井
竹
山
を
中
心
と

し
た
、
懐
徳
堂
学
派
の
文
章
観
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
題
目
が
「
博
約
並
進
」
の
検
討
と
な
る
の
か
。
足
掛

か
り
と
し
て
ま
ず
見
た
い
の
は
、
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
・
並
河
寒

泉
（
一
七
九
七
―
一
八
七
九
）
の
次
の
文
で
あ
る
。

聖
学
の
要
は
、
博
と
約
と
に
在
る
の
み
。
博
に
非
ざ
れ
ば
以

て
経
を
治
む
る
無
し
、約
に
非
ざ
れ
ば
以
て
道
を
守
る
無
し
。
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す
る
一
方
で
、
同
じ
朱
子
学
派
で
あ
る
崎
門
学
派
の
学
術
傾
向
を

も
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
核
と
な
る
の
が
す
な

わ
ち
「
博
文
約
礼
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
文
章
に
対
す
る
学
習
態

度
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
博
文
約
礼
」

が
内
包
す
る
文
章
論
に
つ
い
て
、
こ
の
寒
泉
に
先
駆
け
て
、
と
り

わ
け
主
張
を
行
っ
て
い
る
中
井
竹
山
の
議
論
を
中
心
に
取
り
上
げ

て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
理
想
と
す
る
「
博
約
並
進
」

の
あ
り
方
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

第
一
節　

‌

中
井�

竹
山
の
説
く�

文
章
教
育
の
是
非
と
意
義

　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
定
め
ら
れ
た
『
懐
徳
堂
定
約
附
記
』

に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

四
書
五
経
道
義
之
書
而
已
講
談
致
し
、
他
之
雑
書
講
候
事
一

切
無
用
と
申
義
に
候
へ
共
、
餘
力
に
詩
賦
文
章
或
は
医
術
を

も
、
心
懸
候
人
へ
内
証
に
て
講
し
聞
せ
、
或
は
会
読
に
い
た

し
、
或
は
詩
会
文
会
等
致
候
事
は
、
格
別
之
義
と
存
候
。
万

年
も
内
証
に
て
医
書
詩
集
等
講
し
聞
せ
候
事
も
有
之
候
。
但

表
向
之
講
義
に
致
間
敷
事
は
、定
約
之
通
可
為
勿
論
候
。〔『
懐

徳
堂
定
約
附
記（

６
）』〕

　

要
す
る
に
、
正
規
課
に
設
定
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
論
外
で
あ
る

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
心
懸
候
人
」
に
対
し
て
は
詩
賦
文
章
（
あ

る
い
は
医
術
）
の
会
を
開
い
て
も
差
し
支
え
な
い
、
と
い
う
趣
旨

で
あ
る
。
こ
れ
は
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
に
成
立
し
た
『
懐

徳
堂
定
約
』
に
「
四
書
五
経
其
外
道
義
之
書
講
談
致
し
、
他
之
雑

事
講
し
候
儀
一
切
無
用
に
候
事
」
と
い
う
条
目
が
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
附
り
に
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
受
け
て
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

附
り
、
講
釈
聴
衆
減
少
に
成
候
時
節
は
、
学
主
之
心
得
に
て
、

人
寄
之
為
め
詩
文
等
之
講
釈
は
く
る
し
か
ら
さ
る
事
之
了
簡

に
も
な
り
可
申
候
。
左
様
之
義
は
学
問
所
御
願
申
上
候
主
意

相
違
致
候
間
、学
主
講
師
た
る
人
守
り
可
在
候
事
に
候
。〔『
懐

徳
堂
定
約（

７
）』〕

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、
詩
文
等
の
講
釈
を
開
く
こ
と
の
何
が
よ
ろ
し

く
な
い
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
受
講
者
の
減
少
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
「
人
寄
」
の
手
段
と
し
て
採
用
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
、
と

い
う
こ
と
が
判
る
。
つ
ま
り
仮
に
そ
ち
ら
の
方
で
人
気
を
回
復
し

た
と
し
て
も
、
学
問
所
と
し
て
の
本
来
の
あ
り
方
を
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、「
人
寄
」
の
た
め

で
な
く
、
ま
た
本
来
の
学
問
の
あ
り
方
を
心
得
て
い
る
者
達
に
対
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し
て
は
差
し
支
え
な
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、『
懐

徳
堂
定
約
附
記
』
も
そ
の
よ
う
な
論
調
で
修
正
を
試
み
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
附
記
が
謂
う
所
の
「
餘
力
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
附
記
の
作
成
に
も
関
与
し
た
中
井
竹
山
が
、
次
の
よ
う
な

書
簡
を
遺
し
て
い
る
。
ま
ず
紹
介
し
た
い
の
は
冒
頭
部
で
あ
る
。

文
章
ノ
大
意
尋
問
ノ
趣
承
ル
。
先
達
テ
ハ
陽
儒
陰
沸（

マ
マ
）ノ

学
風

ニ
伝
染
ア
リ
、
心
術
ノ
サ
タ
ノ
ミ
ニ
テ
、
博
文
モ
間
断
ノ
勢

ア
リ
、
操
觚
ノ
業
ナ
ド
一
向
ニ
芻
狗
打
捨
ラ
レ
ト
モ
、
近
来

其
弊
ヲ
心
ヅ
カ
レ
、
不
立
文
字
ノ
害
ニ
創
乂
ア
リ
、
又
旧
業

ヲ
紬
繹
ア
レ
バ
、
文
章
ノ
大
ニ
経
学
ニ
益
ア
ル
コ
ト
ヲ
悟
ラ

レ
シ
由
、
卓
識
ト
ス
ベ
シ
。
総
シ
テ
経
術
ト
文
章
ト
ハ
二
ハ

ナ
ノ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、来
意
ノ
通
リ
相
資
ノ
益
ハ
甚
深
ナ
リ
。

世
ノ
経
学
家
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
皆
文
章
ニ
昧
キ
ユ
ヘ
、
一
向

経
義
取
サ
バ
キ
出
来
ズ
、
執
滞
固
陋
ニ
ノ
ミ
落
ユ
キ
、
又
文

章
家
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
皆
経
術
ニ
昧
キ
ユ
ヘ
、
一
向
文
章
ノ

頭
脳
ヲ
ト
リ
ハ
ヅ
シ
、
雕
絵
纂
組
ニ
ノ
ミ
流
レ
ユ
キ
、
イ
ヅ

レ
モ
大
ニ
学
問
ノ
本
意
ヲ
失
フ
コ
ト
ナ
リ
。
其
上
我
邦
ハ
文

字
ニ
ウ
ス
キ
俗
習
ユ
ヘ
、
経
学
ニ
モ
疎
ケ
レ
ト
モ
、
尤
文
章

ニ
遠
シ
。
故
ニ
初
学
ノ
ツ
ト
メ
、
経
学
ノ
餘
力
ニ
ハ
必
ズ
功

夫
ヲ
コ
ヽ
ニ
モ
チ
ユ
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。〔
中
井
竹
山
『
竹
山

国
字
牘
』
巻
下
「
答
藤
江
生
」、
三
〇
葉
表
︱
三
〇
葉
裏（

８
）〕

　

こ
の
書
簡
の
宛
先
と
思
わ
れ
る
藤
江
貞
蔵
と
い
う
の
は
龍
野
藩

の
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
り
、「
旧
業
」
と
い
う
の
は

そ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
藤
江
氏
に
は
か
つ
て
、

「
世
ノ
経
学
家
」
と
同
じ
よ
う
に
文
章
を
軽
視
し
、「
博
文
モ
間
断

ノ
勢
」
で
あ
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
文
章
を
修
め
る
重
要
性
を
悟
っ
て
書
簡
を
送
っ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、
竹
山
は
こ
れ
を
「
卓
識
」
で
あ
る
と
賞
賛
し
、
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
重
ね
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
く
だ
り
に
見
ら

れ
る
、「
経
学
ノ
餘
力
ニ
ハ
必
ズ
功
夫
ヲ
コ
ヽ
ニ
モ
チ
ユ
ベ
キ
コ

ト
ナ
リ
」
の
「
餘
力
」
が
、
す
な
わ
ち
先
の
『
懐
徳
堂
定
約
附
記
』

の
「
餘
力
」
に
対
応
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
簡
に
お
い
て
も

「
餘
力
」
と
は
言
え
、
同
時
に
「
初
学
ノ
ツ
ト
メ
」
で
あ
る
と
も

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
文
章
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
竹
山
が
認
識
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
わ

れ
る
。

　

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
文
章
を
学
ぶ
べ
き
か
。
竹
山

は
先
の
書
簡
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

サ
テ
文
章
ノ
体
ハ
、
サ
マ
サ
マ
ナ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
要
ヲ
イ
ヘ

バ
、
議
論
ト
叙
事
ト
ノ
二
ツ
ニ
帰
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
議
論
中
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ニ
叙
事
ア
リ
、
叙
事
中
ニ
議
論
ア
リ
。
典
謨
已
下
論
語
ニ
イ

タ
リ
、
古
経
ノ
言
往
々
皆
然
リ
。
ヒ
ト
リ
道
ノ
宗
祖
タ
ル
ノ

ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
実
ニ
文
章
ノ
根
柢
ナ
リ
。
但
シ
二
ツ
引
ワ
ケ

テ
イ
ヘ
バ
、
春
秋
及
禹
貢
顧
命
ノ
如
キ
ハ
皆
叙
事
也
。
易
及

学
庸
ノ
如
キ
ハ
ミ
ナ
議
論
ナ
リ
。
ソ
ノ
叙
事
ヲ
オ
ビ
タ
ル
ハ

古
経
ノ
議
論
中
ノ
叙
事
ナ
リ
。
諸
史
ハ
ミ
ナ
叙
事
ナ
リ
。
ソ

ノ
議
論
ニ
ワ
タ
ル
ハ
古
経
ノ
叙
事
中
ノ
議
論
ナ
リ
。
共
ニ
此

二
端
ヲ
出
ズ
。後
世
ノ
文
ノ
支
分
レ
派
別
レ
千
変
化
ス
ル
モ
、

皆
コ
ノ
ウ
チ
ニ
総
括
ス
。
コ
レ
文
章
ノ
大
綱
領
ナ
リ
。
議
論

ノ
文
ハ
孟
子
ヲ
主
ト
シ
、
礼
記
コ
レ
ニ
ツ
グ
。
西
漢
諸
家
又

コ
レ
ニ
次
グ
ベ
シ
。
旁
ラ
老
荘
列
荀
楚
辞
戦
国
先
秦
ノ
諸
書

ニ
ワ
タ
リ
テ
、
ソ
ノ
変
ヲ
広
メ
、
字
法
句
法
ヲ
シ
ル
シ
、
其

典
正
高
古
ノ
文
気
ヲ
モ
ト
ム
ベ
シ
。
ツ
ト
メ
テ
其
奇
僻
ナ
ル

字
句
ヲ
募
求
メ
、我
文
字
ニ
攙
入
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
一
魔
ナ
リ
。

左
氏
ヲ
主
ト
シ
、
史
記
漢
書
五
代
史
コ
レ
ニ
ツ
グ
。
餘
力
ヲ

以
テ
国
語
、
公
穀
、
後
漢
、
三
国
、
晋
書
等
ヨ
リ
歴
代
ノ
諸

史
ニ
モ
ワ
タ
ル
ベ
シ
。
書
ニ
乏
シ
ケ
レ
バ
綱
目
等
編
年
ノ
書

ニ
就
テ
モ
可
ナ
リ
。
総
シ
テ
ソ
ノ
詳
略
伸
縮
歩
驟
錯
綜
ノ
法

ヲ
モ
ト
メ
、
才
識
ノ
得
失
ヲ
考
ヘ
、
ソ
ノ
簡
潔
雄
渾
ノ
気
ヲ

求
メ
、務
テ
冗
長
浅
俗
ノ
病
ヲ
一
洗
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ア
ル
ベ
シ
。

コ
ノ
外
心
得
ベ
キ
コ
ト
モ
類
ヲ
推
シ
テ
知
ベ
シ
。〔『
竹
山
国

字
牘
』
巻
下
「
答
藤
江
生
」、
三
〇
葉
裏
―
三
一
葉
表
〕

　

竹
山
は
文
章
の
種
類
と
し
て
、「
議
論
」
と
「
叙
事
」
の
二
種

を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
同
一
の
書
の
中
に
往
々
に
し
て

両
方
と
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
強
い
て
言
え
ば
『
春
秋
』

お
よ
び
『
尚
書
』
禹
貢
篇
、
顧
命
篇
な
ど
は
「
叙
事
」
で
あ
り
、『
周

易
』
お
よ
び
『
礼
記
』
大
学
篇
、
中
庸
篇
な
ど
は
「
議
論
」
に
分

類
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
諸
書
を
読
む
中
で
習
得
す
べ
き
は
、
あ
ま

り
使
わ
れ
な
い
凝
っ
た
語
や
言
い
回
し
（「
奇
僻
ナ
ル
字
句
」）
で

は
な
く
、
飽
く
ま
で
格
調
あ
る
正
統
的
な
文
体
（「
典
正
高
古
ノ

文
気
」）
で
あ
る
、
と
竹
山
は
言
う
。

　

そ
の
上
で
、
各
方
面
の
文
章
の
中
で
何
を
参
考
に
す
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
竹
山
は
言
及
す
る
。す
な
わ
ち
、「
議
論
」

に
お
い
て
最
も
優
れ
て
い
る
の
は『
孟
子
』で
そ
の
次
が『
礼
記
』、

ま
た
「
叙
事
」
に
お
い
て
最
も
優
れ
て
い
る
の
は
『
左
伝
』
で
そ

の
次
が
『
史
記
』『
漢
書
』『
五
代
史
』
で
あ
る
、
と
。

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、
文
章
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
も
専
用
の
テ
キ
ス

ト
を
別
し
て
用
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
普
段
学
ん
で
い

る
儒
家
経
典（

９
）を

中
心
と
し
、
延
長
と
し
て
古
典
文
献
を
通
し
て
学

ん
で
い
く
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
竹
山
は
、
普
段
の
学
問

の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

と
し
て
、
文
章
学
習
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
こ
の
言
を
踏
ま
え
た
上
で
、
竹
山
が
天
明
二
年
（
一
七

八
二
）に
第
四
代
学
主
に
就
任
し
た
際
、ど
の
よ
う
な
方
針
を
取
っ
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た
か
、
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
確
認
し
て
み
た
い
。

先
学
主
多
病
に
付
、
毎
月
六
座
講
談
の
外
は
、
講
習
等
一
切

無
之
、
年
来
学
風
大
に
弛
廃
に
及
候
故
、
以
後
は
講
習
専
一

に
有
之
度
、
二
七
朝
講
尚
書
、
同
夜
講
近
思
録
は
、
是
迄
拙

夫
助
講
の
分
其
儘
相
務
、
同
三
日
よ
り
昼
時
淵
源
録
会
読
相

始
、
四
日
夜
よ
り
大
学
開
講
、
六
日
昼
よ
り
左
伝
会
読
相
始
、

一
六
二
七
三
八
四
九
の
日
無
間
断
相
務
候
。〔『
懐
徳
堂
内
事

記
』
第
五
九
条（

（（
（

〕

　

こ
の
『
懐
徳
堂
内
事
記
』
は
中
井
竹
山
自
身
が
書
い
た
、
懐
徳

堂
の
学
事
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
一
方
向
的

な
「
講
談
」
を
改
め
、
よ
り
深
い
指
導
を
行
う
「
講
習
」
を
推
し

進
め
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
い
た
授
業
に
加
え
、新
た
に
追
加
し
た
も
の
の
中
に
、

『
大
学
』
と
『
左
伝
』
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
書
は
、

竹
山
自
身
が
挙
げ
た
、「
議
論
」
お
よ
び
「
叙
事
」
の
文
章
を
学

ぶ
際
に
テ
キ
ス
ト
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
し
か

し
や
は
り
ま
っ
た
く
の
偶
然
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
井
竹
山
は
文
章
能
力
を
取
得
す
る
必
要
性
を

説
き
、
そ
う
し
た
教
育
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

第
二
節
　
崎
門
学
派
に
対
す
る
批
判

　

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
、
先
の
「
答
藤
江
生
」
の
冒
頭
部
に
立

ち
返
っ
て
み
た
い
。

　

か
の
文
に
お
い
て
、
中
井
竹
山
は
、
藤
江
貞
蔵
自
身
が
か
つ
て

「
博
文
」
が
「
間
断
ノ
勢
」
に
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
と
、
同
一
の

状
況
に
陥
っ
て
い
る
「
世
ノ
経
学
家
」
と
、
そ
れ
と
反
対
に
文
章

に
ば
か
り
傾
倒
し
て
い
る
「
文
章
家
」
の
二
者
を
挙
げ
て
、「
イ

ヅ
レ
モ
大
ニ
学
問
ノ
本
意
ヲ
失
フ
コ
ト
ナ
リ
」と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
序
で
紹
介
し
た
並
河
寒
泉
の
文
の
、「
博
文
」
を

軽
視
す
る
崎
門
学
派
と
「
博
文
」
に
傾
倒
す
る
徂
徠
学
派
に
、
そ

の
ま
ま
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
竹
山
は
、「
博
文
」
を
軽
視
す
る
こ
と
の
弊
害
を
説
く

た
め
に
、
た
び
た
び
崎
門
学
派
を
挙
げ
、
そ
の
非
を
説
い
て
い
る
。

且
マ
タ
山
崎
家
ハ
書
籍
ノ
ト
リ
ア
ツ
カ
ヒ
、
四
書
小
学
近
思

録
朱
子
文
集
語
類
ニ
止
マ
リ
、
五
経
朱
子
綱
目
ニ
サ
ヘ
、
ア

マ
リ
ワ
タ
リ
申
サ
ズ
、
ソ
ノ
外
ノ
諸
書
歴
史
等
タ
ヘ
テ
禁
シ

テ
学
者
ニ
見
セ
申
サ
ズ
、
詩
文
ハ
尤
大
禁
ト
仕
リ
、
学
問
修
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業
ト
申
セ
バ
、
タ
ヾ
書
ヲ
講
説
ス
ル
ノ
ミ
。
学
徒
モ
タ
ヾ
ソ

ノ
聞
書
ス
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
、
外
ニ
何
ノ
伎
倆
モ
ナ
ク
、
至
テ

手
狭
キ
コ
ト
ニ
テ
候
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻
下
「
上
中
納
言

菅
公
公
建
学
私
議
」、
四
一
葉
裏
―
四
二
葉
表
〕

　

こ
こ
で
竹
山
は
崎
門
学
派
が
学
問
内
容
を
限
定
し
て
い
た
こ
と

を
非
難
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
か
の
学
派
の
内
部
で
は
「
詩
文

ハ
尤
大
禁
ト
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
崎
門
学
派
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
資
料
で
も
確
認

さ
れ
る
。

万
治
寛
文
ノ
比
ニ
及
ビ
山
崎
敬
義
嘉
右
衛
門
出
テ
、〔
中
略
〕

玩
物
喪
志
ノ
義
ナ
リ
ト
テ
、
文
章
ニ
力
ラ
ヲ
用
ヒ
ズ
、
已
ム

コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
テ
ハ
、
平
生
所
読
習
ノ
書
中
ノ
字
ヲ
集

メ
、
所
謂
布
穀
ノ
文
ヲ
作
リ
、
詩
賦
ノ
類
ハ
一
向
作
ル
コ
ト

ヲ
禁
ス
。〔
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流（

（（
（

』〕

　

こ
の
よ
う
に
、
文
章
を
学
ぶ
こ
と
は
「
玩
物
喪
志
」
で
あ
る
と

し
て
基
本
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ど
う
し
て
も
文
章
を

書
か
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
至
っ
て
、
初
め
て
文
法
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
普
段
読
ん
で
い
る
テ
キ
ス
ト
に
立
ち
返
る
、
と

い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
崎
門
学
派
は
こ
の
よ
う
な
方
針
で

あ
っ
た
の
か
。
竹
山
は
、
同
じ
く
『
竹
山
国
字
牘
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
答
松
藩
谷
某
」
中
の
「
文
章
ノ
コ
ト
」
と
い
う
段
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

山
崎
ノ
諸
儒
ハ
、
程
子
ノ
説
ヲ
誤
リ
会
シ
テ
、
文
章
ヲ
学
者

ノ
大
禁
ト
ス
ル
コ
ト
甚
ダ
僻
コ
ト
ナ
リ
。
実
行
ヲ
廃
シ
虚
文

ニ
馳
ル
コ
ト
ハ
イ
カ
ニ
モ
禁
ズ
ベ
シ
。
実
行
ヲ
主
ト
シ
テ
文

業
ヲ
修
ム
ル
ハ
学
者
ノ
当
然
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
豈
禁
ズ
ベ
ケ
ン

ヤ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』巻
上「
答
松
藩
谷
某
」、
一
〇
葉
裏
―

一
一
葉
表
〕

　

こ
れ
を
見
る
と
、
崎
門
学
派
が
「
程
子
ノ
説
」
を
踏
ま
え
て
文

章
を
学
ぶ
こ
と
を
「
大
禁
」
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
、
次
の
よ
う
な
程
頤
（
一
〇
三
三
―
一
一
〇
七
）
の
言
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問
え
ら
く
、「
作
文
は
道
を
害
う
か
否
か
」。
曰
く
、「
害
う

な
り
。
凡
そ
文
を
為
す
に
、
意
を
専
ら
に
せ
ざ
れ
ば
則
ち
工

な
ら
ず
、
若
し
意
を
専
ら
に
せ
ば
則
ち
志
は
此
に
局
せ
ら
れ

た
れ
ば
、
又
た
安
く
ん
ぞ
能
く
天
地
と
其
の
大
を
同
じ
く
せ

ん
や
。
書
に
「
物
を
玩
び
志
を
喪
う
〔『
尚
書
』
旅
獒
篇
〕」

と
曰
わ
ば
、文
を
為
す
も
亦
た
物
を
玩
ぶ
こ
と
な
り
。〔
中
略
〕
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古
の
学
者
、
惟
だ
務
め
て
情
性
を
養
い
、
其
の
佗
は
則
ち
学

ば
ず
。
今
の
文
を
為
す
者
は
、
章
句
に
務
め
、
人
の
耳
目
を

悦
ば
す
こ
と
を
専
ら
に
す
。
既
に
人
を
悦
ば
す
こ
と
を
務
む

れ
ば
、
俳
優
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
」
曰
く
、「
古
は
学
は
文

を
為
す
か
否
か
」
曰
く
、「
人
、
六
経
を
見
れ
ば
、
便
ち
聖

人
も
亦
た
文
を
作
る
と
以
謂
う
も
、
聖
人
も
亦
た
胸
中
の
蘊

む
所
を
攄
発
し
て
、自
ら
文
を
成
す
こ
と
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

謂
う
所
の
「
徳
有
る
者
は
必
ず
言
有
り
〔『
論
語
』
憲
問
篇
〕」

な
り
」〔『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
八
「
伊
川
先
生
語
四（

（（
（

」〕

　

す
な
わ
ち
、「
玩
物
喪
志
（
物
を
玩
び
志
を
喪
う
）」
と
し
て
文

を
為
す
こ
と
を
戒
め
た
の
は
、
誰
あ
ろ
う
程
頤
そ
の
人
で
あ
る
。

程
頤
の
言
に
従
え
ば
、
自
己
の
内
面
を
修
養
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ

れ
が
自
ず
と
文
に
表
れ
て
く
る
の
で
、
殊
更
に
作
文
に
心
を
費
や

す
必
要
は
無
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
崎
門
学
派
は
、
こ
の
言
を

受
け
て
文
章
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
中
井
竹
山
は
こ
の
程
頤
の
言
を
批
判
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
程
頤
の
言
を
、
飽
く
ま
で
当
時
の
中

国
の
状
況
を
踏
ま
え
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
今
の
我
が

国
に
は
適
応
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。上
の
文
に
続
い
て
、

彼
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。

ソ
ノ
程
説
ヲ
謬
会
ト
云
ハ
、
時
勢
事
態
ニ
通
ゼ
ザ
ル
ナ
リ
。

マ
ヅ
華
域
ハ
文
国
ナ
リ
。
文
字
ハ
ソ
ノ
国
風
ユ
ヘ
、
学
者
ナ

レ
バ
筆
ヲ
ト
リ
文
ヲ
カ
ク
コ
ト
常
事
ニ
テ
、
巧
ナ
ラ
ズ
モ
我

意
ヲ
達
ス
ル
ホ
ド
ノ
コ
ト
ハ
誰
ニ
テ
モ
出
来
ル
ナ
リ
。
又
三

代
ノ
古
ト
チ
ガ
ヒ
、
後
世
ハ
及
第
ノ
コ
ト
ア
リ
テ
、
匹
夫
ヨ

リ
公
卿
ニ
モ
至
リ
、
上
ナ
キ
富
貴
ヲ
モ
、
運
次
第
ニ
究
メ
一

族
マ
デ
浮
ミ
ア
ガ
ル
コ
ト
ナ
ル
ユ
ヘ
、
精
神
ヲ
抛
テ
文
章
ヲ

事
ト
シ
、
又
子
弟
ノ
内
ニ
ヤ
ヽ
才
気
ア
リ
ト
見
ユ
ル
モ
ノ
ア

レ
バ
、
父
兄
宗
族
ト
モ
身
上
ヲ
傾
ケ
テ
、
文
学
ヲ
専
ラ
ニ
サ

ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
ソ
レ
ユ
ヘ
天
下
滔
々
ト
シ
テ
文
章
ニ
馳
ル

コ
ト
ニ
ナ
リ
ユ
ク
ユ
ヘ
、
篤
行
ノ
君
子
、
道
義
ヲ
重
ン
ズ
ル

人
、
コ
レ
ヲ
キ
ノ
ド
ク
ニ
思
ヒ
深
ク
浮
文
ヲ
禁
ズ
ル
ナ
リ
。

我
邦
ハ
文
盲
国
ニ
テ
、
国
風
ニ
非
ザ
ル
ユ
ヘ
、
文
章
ノ
コ
ト

ハ
一
切
マ
ヅ
拙
シ
。
又
及
第
ノ
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
、
父
兄
宗
族

モ
カ
ツ
テ
コ
レ
ヲ
子
弟
ニ
責
ズ
、
又
真
才
ア
リ
テ
鬼
神
ヲ
驚

ス
ベ
キ
妙
文
ア
リ
ト
モ
、
斗
升
ノ
穀
ニ
モ
ナ
ラ
ズ
、
ソ
レ
ユ

ヘ
文
華
ニ
馳
ヨ
ト
云
テ
モ
、
馳
ル
カ
ヒ
モ
ナ
キ
ホ
ド
ノ
コ
ト

ナ
リ
。
コ
ノ
所
和
漢
大
ニ
相
違
ナ
リ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻

上
「
答
松
藩
谷
某
」、
一
一
葉
表
〕

　

竹
山
は
、
中
国
は
「
文
国
」
で
あ
り
、
日
本
は
「
文
盲
国
」
で

あ
る
と
言
う
。
中
国
に
お
い
て
は
、
学
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
「
我
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意
ヲ
達
ス
ル
ホ
ド
」
の
文
章
能
力
は
当
然
有
し
て
い
る
こ
と
が
前

提
で
あ
っ
て
、
加
え
て
文
章
能
力
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
る
科
挙

制
度
も
あ
る
た
め
、登
用
さ
れ
て
一
族
に
安
泰
を
も
た
ら
す
べ
く
、

「
精
神
ヲ
抛
テ
」
ま
で
文
章
に
注
力
す
る
よ
う
な
例
が
よ
く
あ
っ

た
。だ
か
ら
程
頤
は
、作
文
は
道
を
そ
こ
な
う
も
の
で
あ
る
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
は
と
言
う
と
、
み
な
「
文
章
ノ
コ
ト

ハ
一
切
マ
ヅ
拙
」
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
科
挙
制
度
も
無
く
、
優

れ
た
文
章
を
書
け
る
か
ら
と
言
っ
て
大
し
た
就
職
口
が
あ
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
文
章
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
重
要
視

さ
れ
て
い
な
い
「
国
風
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

竹
山
が
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

程
頤
の
説
は
、
文
章
を
学
ぶ
こ
と
の
す
べ
て
を
否
定
し
た
も
の
で

は
な
く
、
あ
ま
り
に
も
傾
倒
し
て
し
ま
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
浮

文
」
を
非
難
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
最
低

0

0

0

0

限0

の
文
章
能
力
を
備
え
る
こ
と
は
、
不
可
欠
な
前
提
条
件
な
の
で

あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

サ
テ
華
人
ノ
一
通
リ
ノ
文
章
ヲ
カ
ク
ハ
、
我
国
ノ
人
士
大
夫

ト
イ
ハ
ル
ヽ
ホ
ド
ノ
人
ノ
、
手
紙
書
状
ヲ
カ
ク
コ
ト
ノ
ナ
ラ

ヌ
ハ
ナ
キ
ガ
如
ク
ナ
ル
、
定
リ
コ
ト
也
。
故
ニ
学
者
ナ
ラ
バ

我
意
ヲ
達
ス
ル
ホ
ド
ノ
文
ハ
、
カ
ヽ
デ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。

サ
レ
ト
モ
国
風
ニ
非
ザ
ル
ユ
ヘ
、
大
ニ
骨
ヲ
ヲ
リ
学
バ
ズ
シ

テ
ハ
、
ソ
レ
ホ
ド
ノ
コ
ト
モ
出
来
ガ
タ
シ
。
ソ
レ
ユ
ヘ
若
年

ノ
内
ニ
頗
ル
力
ヲ
費
シ
テ
カ
キ
ナ
ラ
フ
ベ
シ
。
ソ
レ
ヲ
ハ
ヤ

文
ニ
馳
ル
ト
テ
叱
ル
ハ
、
大
ナ
ル
マ
チ
ガ
ヒ
ナ
リ
。
タ
ヾ
シ

ソ
ノ
中
ニ
実
行
ヲ
廃
シ
虚
文
ニ
ノ
ミ
馳
ル
人
ア
ラ
バ
、
ソ
レ

ハ
学
者
ノ
罪
ナ
レ
バ
、
ズ
イ
ブ
ン
ツ
ヨ
ク
戒
タ
ル
ガ
ヨ
シ
。

実
行
ヲ
主
ト
ス
ル
人
ニ
、
戒
メ
テ
筆
ヲ
モ
タ
セ
ヌ
ト
云
コ
ト

ハ
程
説
ニ
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻
上
「
答

松
藩
谷
某
」、
一
一
葉
表
―
一
一
葉
裏
〕

　

竹
山
云
く
、
い
く
ら
我
が
国
が
「
文
盲
国
」
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

手
紙
や
書
状
を
書
く
必
要
は
日
々
の
業
務
等
の
中
で
必
ず
生
じ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、「
我
意
ヲ
達
ス
ル
ホ
ド
ノ
文
」
は
書
け
る
よ

う
に
な
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
悲
し
い
か
な
、
文
盲
と
い
う
国
風
柄
、

そ
の
よ
う
な
次
元
に
至
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
努
力
を
必
要
と
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
必
要
不
可
欠
な
努
力
で
あ
る
。

そ
れ
を
も
禁
じ
て
し
ま
う
よ
う
な
崎
門
学
派
の
指
導
法
は
、
大
い

な
る
間
違
い
で
あ
る
。

　

そ
う
述
べ
た
上
で
竹
山
が
強
調
す
る
の
が
、「
実
行
ヲ
主
ト
ス

ル
」
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
手
紙
書
状
」
を
書
く
と
い
う

「
実
行
」
の
た
め
に
文
章
を
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
戒
め
る

べ
き
「
虚
文
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
用
性
と
い
う

懐徳堂研究　第 11 号　令和 ２ 年 2 月 28 日

34



観
点
か
ら
、
竹
山
は
文
章
学
習
を
力
説
す
る
。
そ
し
て
そ
の
学
習

が
帰
着
す
る
目
的
は
、
他
で
も
無
く
、「
我
意
ヲ
達
ス
ル
」
こ
と

で
あ
る
。

六
経
皆
文
ナ
リ
。
文
辞
ニ
暗
ク
シ
テ
ハ
聖
学
ノ
蘊
ヲ
窮
メ
ガ

タ
シ
。
経
術
ハ
五
穀
ノ
如
シ
。
文
章
ハ
烹
飪
ノ
功
ナ
リ
。
烹

飪
ノ
火
ヲ
ソ
マ
ツ
ニ
シ
テ
、
火
災
ヲ
起
シ
タ
ラ
バ
、
罪
ハ
ソ

ノ
人
ニ
ア
ル
ベ
シ
。
イ
カ
ニ
火
災
ニ
懲
ハ
テ
タ
ル
ト
テ
、
家

内
ニ
火
ヲ
禁
ジ
、
夜
モ
灯
ヲ
点
セ
ズ
シ
テ
、
我
ヨ
ク
火
ノ
用

心
ヲ
ス
ル
ト
イ
ハ
バ
、
ア
ニ
理
ナ
ラ
ン
ヤ
。
先
儒
ノ
ワ
カ
キ

ト
キ
、
文
華
ヲ
ミ
ヅ
カ
ラ
禁
ジ
テ
老
成
ノ
日
ニ
ナ
リ
、
カ
キ

ノ
コ
シ
タ
キ
コ
ト
必
ズ
ア
ル
ヨ
リ
、初
テ
筆
ヲ
執
ル
ヽ
ユ
ヘ
、

一
句
モ
ヨ
メ
ズ
一
語
モ
下
ラ
ズ
、
羞
ヲ
後
世
ニ
貽
ス
ヤ
ウ
ニ

ナ
ル
ハ
、
キ
ノ
ド
ク
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
有
徳
者
必
有

言
ト
ノ
訓
ヲ
マ
チ
ガ
ヒ
心
得
タ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
言
ト
ハ
常
ノ

言
語
ナ
リ
。
常
言
ハ
学
ブ
ニ
及
バ
ズ
、
徳
ア
レ
バ
云
ト
コ
ロ

オ
ノ
ヅ
カ
ラ
ヨ
シ
。
文
ハ
一
ツ
ノ
芸
ナ
リ
。
ア
ニ
学
バ
ズ
シ

テ
ヨ
ク
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
。
常
言
ヲ
文
章
ト
一
ツ
ニ
心
得
ル
、
イ

ハ
ユ
ル
崑
崙
呑
棗
ナ
ル
ベ
シ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻
上
「
答

松
藩
谷
某
」、
一
一
葉
裏
〕

　

右
の
文
を
も
っ
て
「
答
松
藩
谷
某
」
の
「
文
章
ノ
コ
ト
」
の
段

は
締
め
括
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
述
べ
ら
れ
る
の
が
、
文
章
に
暗
く
て
は
経
書
も
正

確
に
読
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
経
術

ハ
五
穀
ノ
如
シ
。
文
章
ハ
烹
飪
ノ
功
ナ
リ
」
と
文
章
能
力
の
重
要

性
を
最
大
限
に
評
価
し
て
い
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
も
ま

た
「
意
ヲ
達
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
を
正
確

に
受
け
止
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
次
に
述
べ
ら
れ
る
の
が
、
若
き
時
に
自
ら
文
章
を
学
ぶ
こ

と
を
禁
じ
て
、
老
い
て
か
ら
「
カ
キ
ノ
コ
シ
タ
キ
コ
ト
」
が
出
て

き
た
時
に
よ
う
や
く
文
を
書
こ
う
と
し
た
た
め
に
、
ろ
く
な
文
章

が
書
け
ず
、「
羞
ヲ
後
世
ニ
貽
」
す
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
先

儒
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
我
意
ヲ
達
ス
ル
」

た
め
の
作
文
行
為
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
竹
山
は
文
章
能
力
の
中
に
、「
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
」

と
「
正
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
」
と
い
う
、
双
方
向
的
な
意

思
伝
達
手
段
と
し
て
の
実
用
的
価
値
を
見
出
し
、
最
大
限
に
評
価

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
竹
山
が
言
う
「
羞
ヲ
後
世
ニ
貽
」
す
こ
と
と
な
っ

た
「
先
儒
」
に
は
、
具
体
的
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
人
物
が
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
浮
か
ぶ
の
が
、
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二
―

一
七
一
一
）
の
門
に
学
ん
だ
三
宅
石
庵
（
懐
徳
堂
初
代
学
主
、
一

六
六
五
―
一
七
三
〇
）で
あ
り
、そ
の
門
人
で
あ
る
中
井
甃
庵（
竹

中井竹山の文章観 ― 佐藤由隆

35



山
の
父
、
一
六
九
三
―
一
七
五
八
）
で
あ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

　

で
は
、
竹
山
の
師
で
あ
る
五
井
蘭
洲
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
竹

山
は
こ
の
文
に
お
い
て
、『
論
語
』
憲
問
篇
の
「
徳
有
る
者
は
必

ず
言
有
り
（
有
徳
者
必
有
言（

（（
（

）」
の
「
言
」
は
「
常
言
」
で
あ
り
、

「
文
章
」
と
解
釈
す
る
の
は
誤
読
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
程
頤
も
ま
た
「
人
、
六
経
を
見
れ
ば
、

便
ち
聖
人
も
亦
た
文
を
作
る
と
以
謂
う
も
、
聖
人
も
亦
た
胸
中
の

蘊
む
所
を
攄
発
し
て
、
自
ら
文
を
成
す
こ
と
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

謂
う
所
の
「
徳
有
る
者
は
必
ず
言
有
り
」
な
り
」
な
ど
と
い
う
言

い
方
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
従
え
ば
「
言
」
に
は
「
文

章
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
試
み
に
蘭
洲
の
解
釈
を
見

る
と
、
彼
も
ま
た
「
言
」
と
は
「
言
語
文
章
」
の
こ
と
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。

子
曰
有
徳
者
云
　々

言
ハ
道
理
ヲ
辨
ス
ル
ノ
言
語
文
章
ヲ

云
。
内
ニ
道
徳
充
満
シ
テ
徳
義
ニ
ユ
タ
カ
ナ
レ
ハ
其
文
理
自

然
ト
外
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
言
語
文
章
ト
ナ
ル
事
、
コ
レ
有
徳
者

ノ
必
然
ノ
道
理
ニ
テ
古
ヘ
ヨ
リ
有
徳
ノ
人
ニ
言
ナ
キ
ハ
ナ

シ
。
古
ヘ
聖
賢
ノ
詩
書
六
経
皆
是
也
。
タ
ヾ
言
ニ
ヨ
ク
道
理

ヲ
辨
シ
文
章
見
事
ニ
シ
テ
有
言
者
ハ
、
多
ク
ハ
必
ス
ア
テ
ニ

ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ニ
テ
、
言
ノ
ト
ホ
リ
ノ
徳
ハ
ナ
キ
モ
ノ
也
。
此

上
下
ノ
必
ノ
二
字
肝
要
也
。
上
ハ
必
定
ア
ル
事
、
下
ノ
不
必

ハ
是
非
ト
モ
ソ
ウ
ア
ル
ト
ハ
ウ
ケ
ア
ハ
レ
ヌ
不
定
ノ
辞
也
。

然
レ
ハ
此
二
句
、
学
者
タ
ヽ
勉
ム
ヘ
キ
ハ
道
徳
ニ
ア
リ
テ
、

言
ハ
専
務
ト
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ト
ノ
教
也
。〔『
蘭
洲
先
生
論
語

解
』
巻
三
、
一
〇
五
葉
表
―
一
〇
五
葉
裏
〕

　

で
は
蘭
洲
も
ま
た
文
章
を
学
ぶ
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
の

か
。し
か
し
蘭
洲
は「
与
服
子
安
書
」に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。

愚
亦
た
意
え
ら
く
、
作
文
は
儒
者
の
事
に
於
て
最
も
近
し
。

然
る
に
今
世
の
多
く
修
辞
に
流
れ
る
者
を
以
て
、
乃
ち
或
い

は
博
奕
と
一
視
す
る
は
、
枉
を
矯
め
て
直
を
失
い
、
噎
ぶ
を

悪
み
て
食
を
廃
す
る
者
と
謂
う
べ
し
。
夫
の
斉
州
の
人
は
、

文
字
は
其
の
性
、
宋
の
諸
君
子
の
如
く
な
れ
ば
、
豈
に
復
た

屑
々
焉
と
し
て
文
章
を
学
ば
ん
や
。
然
る
に
大
い
に
我
が
邦

の
文
人
の
比
に
非
ず
。
我
が
邦
の
人
の
如
き
は
、
纔
か
に
一

行
の
文
を
著
す
に
、
便
ち
誤
填
錯
置
す
れ
ば
、
豈
に
能
く
経

伝
の
深
義
を
解
さ
ん
や
。
愚
嘗
て
江
戸
に
在
り
て
、
適
ま
新

刊
書
を
視
る
。
此
の
時
に
方
り
て
や
、
酒
匂
川
が
数
ば
居
民

の
害
を
為
さ
ば
、
官
は
禹
祠
を
建
て
、
以
て
水
災
を
鎮
め
ん

と
す
る
に
、
物
双
松
が
乃
ち
建
議
し
、
僧
徒
を
し
て
其
の
祠

を
司
ら
し
む
。
書
は
即
ち
之
を
駁
す
る
者
な
れ
ば
、
蓋
し
朱
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を
学
ぶ
者
の
撰
す
る
所
な
り
。
其
の
論
は
必
ず
観
る
べ
き
者

有
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
字
句
潦
艸
に
し
て
、
文
理
を
成
さ
ず
。

乃
ち
物
家
の
学
徒
、
巻
を
開
け
ば
胡
盧
し
て
篇
を
終
え
ず
。

嘆
に
勝
う
べ
け
ん
や
。〔『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
巻
上
「
与
服
子

安
書
」、
七
二
葉
裏
―
七
三
葉
表（

（（
（

〕

　

こ
れ
を
見
る
と
、
蘭
洲
も
ま
た
、「
作
文
は
儒
者
の
事
に
於
て

最
も
近
し
」と
述
べ
て
い
る
。そ
し
て
修
辞
に
流
れ
る
こ
と
を
嫌
っ

て
文
章
を
学
ば
な
い
こ
と
の
非
を
述
べ
、
中
国
と
日
本
と
の
違
い

を
指
摘
し
、
経
伝
の
深
義
を
解
す
る
た
め
、
そ
し
て
持
論
を
発
信

す
る
た
め
の
文
章
能
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ

の
論
の
流
れ
は
竹
山
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竹
山
は
蘭
洲
の
考
え
を
受
け
継
い
で

文
章
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
の
強
度
を

増
す
た
め
に
「
徳
有
る
者
は
必
ず
言
有
り
」
の
「
言
」
の
意
を
「
常

言
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
右
の
文
の
後
半
部
に
お
い
て
、
蘭
洲
が
言
葉
を
費
や
し
て

語
っ
て
い
る
の
が
、
荻
生
徂
徠
（「
物
双
松
」）
を
批
判
し
よ
う
と

し
た
も
の
の
、
文
章
能
力
が
乏
し
い
た
め
に
反
論
に
失
敗
し
て
い

る
朱
子
学
者
の
例
で
あ
る
。
こ
の
直
後
で
、
蘭
洲
は
朱
熹
を
妄
信

す
る
よ
う
な
学
者
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
説
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
朱
子
学
者
も
お
そ
ら
く
崎
門
学
の
徒
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
の
朱
子
学
者
が
徂
徠
批
判
の
た
め
に
書

い
た
書
は
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
文
章
能
力
の
た
め
に
、
読
者
で
あ
る
べ
き
徂
徠
学
者
に
は
一
笑

に
付
さ
れ
、
通
読
す
ら
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し

く
、
伝
え
た
い
相
手
に
正
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
す
な
わ

ち
「
我
意
ヲ
達
ス
ル
」
た
め
の
文
章
能
力
の
必
要
性
を
力
説
し
た

も
の
で
あ
る
。彼
ら
懐
徳
堂
学
派
が
見
出
し
た
文
章
の
実
用
性
は
、

ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

第
三
節
　「
達
意
」
と
い
う
こ
と

　

こ
こ
で
改
め
て
竹
山
に
立
ち
返
る
と
、
彼
は
「
答
藤
江
生
」
の

中
で
も
、
左
の
ご
と
く
、
文
章
が
持
つ
「
達
意
」
と
い
う
力
を
強

調
し
、
あ
ら
ゆ
る
文
法
の
習
得
に
お
い
て
も
そ
こ
を
第
一
と
心
懸

け
て
、
決
し
て
修
辞
に
囚
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。

「
意
ヲ
外
ニ
シ
テ
、
タ
ヾ
言
ヲ
飾
リ
、
難
深
迂
晦
ニ
シ
テ
、
人
ニ

勾
ス
ル
態
ア
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
、
ソ
ノ
意
ノ
ア
ル
所
ハ
風
ヲ
捕
ヘ

影
ヲ
繫
グ
ヤ
ウ
ナ
ラ
シ
メ
」
云
々
と
は
、
ま
さ
し
く
衒
学
趣
味
に

走
っ
て
難
解
こ
そ
至
上
と
す
る
非
実
用
的
な
文
章
に
対
す
る
批
判

に
他
な
ら
な
い
。

凡
ノ
文
辞
ハ
達
意
バ
カ
リ
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
一
篇
内
ニ
波
瀾
ア
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リ
、
炤
繳
モ
ア
リ
、
頓
挫
モ
ア
リ
、
抑
揚
モ
ア
リ
、
縦
横
モ

ア
リ
、
粧
点
モ
ア
リ
、
或
ハ
古
今
ヲ
錯
綜
シ
、
或
ハ
景
物
ヲ

模
写
シ
、
或
ハ
理
義
ヲ
訓
折
ス
ル
ナ
ド
、
サ
マ
ザ
マ
曲
折
ア

レ
ト
モ
、
ツ
マ
ル
所
ハ
コ
レ
ヲ
以
テ
我
意
ヲ
達
ス
ル
ナ
リ
。

意
ヲ
外
ニ
シ
テ
、
タ
ヾ
言
ヲ
飾
リ
、
難
深
迂
晦
ニ
シ
テ
、
人

ニ
勾
ス
ル
態
ア
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
、
ソ
ノ
意
ノ
ア
ル
所
ハ
風

ヲ
捕
ヘ
影
ヲ
繫
グ
ヤ
ウ
ナ
ラ
シ
メ
テ
、
コ
レ
ヲ
是
ナ
リ
ト
思

フ
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
妖
言
ト
謂
ベ
シ
。
口
上
ニ
述
ル
ト
テ
モ
、

サ
ヤ
ウ
ノ
華
言
浮
辞
ハ
甚
ダ
ム
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ナ
ル
ユ
ヘ
、
辞

達
而
已
矣
ト
、
聖
人
ノ
訓
ヲ
垂
レ
玉
フ
ナ
リ
。
偽
説
ニ
ア
ヤ

マ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻
下
「
答
藤
江
生
」、

三
二
葉
裏
―
三
三
葉
表
〕

　

こ
う
し
た
竹
山
の
文
章
論
は
、
単
な
る
個
人
の
見
解
に
留
ま
ら

ず
、
竹
山
自
身
の
教
育
方
針
に
も
大
き
く
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
藤
江
貞
蔵
に
対
す
る
文
章
指
導
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
彼
と
同
じ
く
龍
野
藩
の
儒
者
で
あ
り
、
と
も
に
日
朝

外
交
に
携
わ
っ
た
股
野
嘉
善
に
対
し
て
も
、竹
山
は
書
簡
を
送
り
、

実
務
に
必
要
な
能
力
と
し
て
、
音
韻
を
中
心
と
し
た
漢
詩
文
の
作

詩
法
を
指
導
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
そ
れ
は
彼
が
学
主
に
就
任
す
る
に
至
り
、
懐
徳
堂
全
体
の

教
育
方
針
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
一
つ
が
、
先
に

述
べ
た
授
業
内
容
の
改
正
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
竹
山
は

堂
内
の
各
所
に
聯
を
掲
げ
、学
生
に
対
し
て
心
得
を
示
し
て
い
る
。

『
竹
山
国
字
牘
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
聯
の
意
味
に
つ
い
て
説
明
し

た
文
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
講
堂
の
南
面
の
二
つ
の
柱
に

そ
れ
ぞ
れ
「
経
術
心
之
準
縄
（
経
術
は
心
の
準
縄
）」「
文
章
道
之

羽
翼
（
文
章
は
道
の
羽
翼
）」
と
書
か
れ
掲
げ
ら
れ
て
い
た
聯
、

通
称
「
堂
聯
」
に
つ
い
て
、
竹
山
は
本
稿
で
紹
介
し
た
「
答
松
藩

谷
某
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、「
愚
拙
ハ

蚤
歳
ヨ
リ
コ
ヽ
ニ
心
付
タ
ル
ユ
ヘ
、文
業
ヲ
経
術
ト
並
ベ
修
メ
テ
、

ヤ
ウ
ヤ
ウ
愚
者
千
慮
ノ
一
得
ヲ
述
テ
、
後
世
ニ
貽
ス
ホ
ド
ノ
コ
ト

ハ
叶
ハ
ズ
ト
モ
、
ワ
ヅ
カ
ニ
一
世
ノ
人
ニ
問
バ
カ
リ
ノ
コ
ト
ニ
ハ

ナ
リ
タ
リ
」
な
ど
と
、
自
分
自
身
も
か
ね
て
か
ら
「
文
業
」
と
「
経

術
」
を
「
並
ベ
修
メ
」
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、「
故
ニ
経
術
文
章

迭
ニ
修
メ
テ
相
待
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
コ
レ
切
要
ノ
義
ナ
リ
」
と

説
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
講
堂
へ
通
じ
る
中
門
に
「
力
学
以
修
己
（
学
に
力
め

て
以
て
己
を
修
む
）」「
立
言
以
治
人
（
言
を
立
て
て
以
て
人
を
治

む
）」
と
書
か
れ
掲
げ
ら
れ
た
聯
、
通
称
「
門
聯
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

博
文
約
礼
ハ
孔
門
ノ
至
教
ニ
テ
、
後
学
ノ
服
膺
ス
ベ
キ
所
ナ

レ
バ
、
凡
経
史
子
集
必
読
ベ
キ
ノ
書
ハ
、
誦
諷
講
論
シ
テ
餘
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力
ヲ
遺
サ
ザ
ル
コ
ト
、
コ
レ
力
学
ナ
リ
。
ソ
ノ
功
ヲ
以
テ
存

養
省
察
克
治
拡
充
ノ
務
メ
、一
刻
ヲ
廃
墜
ス
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
、

終
日
乾
々
夕
惕
若
ス
ル
モ
ノ
修
己
ナ
リ
。
立
言
ハ
即
チ
文
ヲ

以
テ
己
ノ
意
ヲ
攄
ル
ナ
リ
。
君
子
モ
時
ニ
逢
ザ
レ
バ
、
ソ
ノ

業
ハ
修
身
斉
家
ニ
止
マ
リ
、
治
国
平
天
下
ノ
事
業
ハ
世
ヲ
隔

テ
タ
ル
事
ナ
レ
ト
モ
、
書
ヲ
著
ハ
シ
言
ヲ
立
テ
道
ヲ
明
カ
ニ

シ
世
ヲ
曉
ス
ノ
功
ハ
、
上
位
ニ
立
テ
政
教
ヲ
施
ス
ニ
モ
伯
仲

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
思
孟
程
朱
ノ
道
ヲ
伝
フ
ル
、
皆
是
ナ
リ
。

我
邦
ハ
貴
賤
ノ
分
定
マ
リ
タ
ル
国
風
ユ
ヘ
、
閭
閻
ノ
士
イ
カ

ナ
ル
才
徳
ア
リ
テ
モ
、
終
身
沈
淪
シ
テ
一
民
ヲ
得
テ
治
ム
ベ

キ
ヤ
ウ
モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
カ
ノ
愚
者
一
得
ノ
寸
志
ヲ
述
テ
、

世
ニ
モ
伝
ヘ
後
ニ
モ
貽
ス
ニ
、
モ
シ
取
ベ
キ
所
モ
ア
レ
バ
、

是
ニ
因
テ
興
起
奮
発
ス
ル
者
モ
少
ナ
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
コ
レ
言

ヲ
立
テ
人
ヲ
治
ム
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
一
事
ハ
イ
カ
ホ
ド
時
ニ
遇

ヌ
身
ニ
テ
モ
、
随
分
己
レ
ガ
任
ト
シ
テ
譲
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ナ

リ
。〔『
竹
山
国
字
牘
』
巻
下
「
応
宮
川
賢
侯
尊
命
、
大
書
呈

上
懐
徳
堂
諸
聯
附
設
」
中
「
門
聯
」、
二
葉
表
―
二
葉
裏
〕

　

竹
山
は
「
立
言
以
治
人
」
の
「
立
言
」
と
は
「
文
ヲ
以
テ
己
ノ

意
ヲ
攄の

べ

ル
」
こ
と
、
つ
ま
り
文
章
に
よ
っ
て
自
分
の
見
解
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
特
に
必

要
な
の
か
。
そ
れ
は
当
時
の
日
本
が
、「
貴
賤
ノ
分
定
マ
リ
タ
ル

国
風
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間

が
政
治
に
直
接
参
与
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
行
政
に

参
与
し
な
い
者
に
と
っ
て
の
「
治
国
平
天
下
」
の
業
と
は
何
か
、

と
い
う
こ
と
が
市
井
の
儒
者
に
対
し
て
課
題
と
し
て
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
竹
山
は
、
そ
れ
を
「
書
ヲ
著
ハ
シ
言
ヲ
立
テ
道
ヲ
明

カ
ニ
シ
世
ヲ
曉
ス
ノ
功
」、
す
な
わ
ち
文
章
に
よ
る
発
信
に
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
で
も
無
く
、「
博
文
約
礼
」

と
い
う
「
孔
門
ノ
至
教
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
実
践
な
の
で
あ

る
。
そ
の
実
践
が
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
必
要
な
の
が
、
す
な
わ

ち
「
達
意
」
の
た
め
の
文
章
能
力
の
習
得
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
五
井
蘭
洲
も
重
視
し
て
い
た
「
博
約
並
進
」
は
、
中

井
竹
山
に
至
り
、
文
章
に
よ
る
社
会
実
践
、
と
い
う
一
つ
の
手
段

が
明
確
に
提
示
・
主
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

理
念
に
基
づ
い
て
竹
山
自
身
が
行
っ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
『
草
茅

危
言
』
に
よ
る
幕
府
へ
の
提
言
、
そ
し
て
『
逸
史
』
に
よ
る
徳
川

家
康
の
功
績
の
顕
彰
な
ど
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

結

　

以
上
、
本
稿
で
は
「
博
約
並
進
」
の
中
に
存
在
す
る
、
文
章
に

よ
る
社
会
実
践
に
つ
い
て
、
五
井
蘭
洲
の
時
点
で
す
で
に
存
在
し
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て
い
た
そ
の
発
想
を
、
中
井
竹
山
が
大
々
的
に
喧
伝
し
て
い
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
現
時
点
に
お
い
て
は
竹
山
前
後
の
思
想

的
継
承
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
学
問
方
針
は
そ
の
ま
ま
後
の
懐
徳
堂
学
者

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
並
河
寒

泉
も
、
竹
山
と
非
常
に
似
た
口
吻
で
文
章
論
を
語
っ
て
い
る
点
か

ら
も
推
察
さ
れ
る
。

但
だ
山
子
の
偏
固
に
陥
る
者
は
、
其
の
自
り
て
来
た
る
所
を

究
め
れ
ば
、
豈
に
他
有
ら
ん
や
。
程
子
の
作
文
の
戒
を
固
守

し
て
然
る
の
み
。
蓋
し
作
文
の
戒
、
彼
の
国
に
在
れ
ば
則
ち

当
然
な
る
も
、
我
が
方
に
在
れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
然
ら
ん
や
。

何
と
な
れ
ば
則
ち
彼
は
文
国
な
り
て
、
而
し
て
又
た
科
挙
名

利
の
誘
有
れ
ば
、
当
に
戒
し
む
べ
き
所
以
な
り
。
我
は
則
ち

不
文
の
国
な
り
。
僅
か
に
牛
角
を
摸
す
る
を
知
る
の
み
な
れ

ば
、
則
ち
始
め
作
文
の
素
習
無
く
、
又
た
科
挙
の
利
誘
も
無

け
れ
ば
、
復
た
奚
ぞ
戒
め
ん
。
山
子
は
此
を
分
辨
す
る
こ
と

無
く
、
唯
だ
程
言
を
信
じ
る
の
遇
厚
く
、
而
し
て
一
に
操
觚

の
業
を
禁
じ
、
以
て
子
弟
に
令
す
。
子
弟
は
是
を
以
て
、
又

た
其
の
子
弟
に
令
し
、
終
に
頑
然
と
し
て
偏
固
の
学
風
を
成

す
は
、
嘆
く
べ
き
の
甚
だ
し
き
な
り
。
是
を
以
て
其
の
門
に

学
ぶ
者
は
、
皆
な
焉
に
昧
き
な
る
な
り
。
故
に
其
の
筆
す
所
、

亦
た
国
字
に
止
ま
る
の
み
。
怋
か
る
べ
き
の
甚
し
き
な
り
。

夫
れ
聖
経
賢
伝
は
、
之
を
載
す
る
に
文
を
以
て
す
。
之
を
読

み
て
以
て
其
の
語
意
を
自
得
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
文
に
深
か

ら
ざ
れ
ば
得
ざ
る
な
り
。
文
に
深
か
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
専

心
致
志
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
胡
ぞ
得
ん
。
此
れ
操
觚
の
業
の
、

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
何
の
名
利
か
之
れ
有
ら
ん
。

〔『
寒
泉
遺
稿
』
壬
戌
稿
「
送
高
橋
順
甫
東
還
序
」、
一
六
葉

裏
―
一
七
葉
裏（

（（
（

〕

　

か
く
の
ご
と
く
、
本
稿
で
確
認
し
た
竹
山
の
説
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
た
か
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

最
後
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
竹
山
も
寒
泉
も
、
習
得
す

べ
き
「
文
章
」
と
し
て
、「
国
字
」
で
は
な
く
漢
文
で
あ
る
と
想

定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
竹
山
は
「
堂
聯
」
を
説
明
す
る
中
で
「
ソ

ノ
文
ノ
美
ナ
ル
ユ
ヘ
、
是
ヲ
千
歳
ノ
後
ニ
伝
ヘ
テ
朽
ズ
、
海
外
万

里
ノ
外
マ
デ
ニ
及
ブ
モ
ノ
、
金
翅
鉄
翮
ト
モ
云
ツ
ベ
シ
」
と
言
っ

て
い
る
が
、「
海
外
万
里
ノ
外
マ
デ
ニ
及
ブ
」こ
と
が
で
き
た
の
も
、

ひ
と
え
に
漢
字
と
い
う
表
意
文
字
の
国
際
言
語
と
し
て
の
価
値

が
、
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

そ
う
考
え
る
と
、安
政
元
年（
一
八
五
四
）に
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ

ア
ナ
号
が
大
坂
港
に
入
港
し
た
際
、
寒
泉
は
漢
文
に
よ
る
筆
談
を
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担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
れ
は
ま
さ
に
儒
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
懐
徳
堂
学
派
と
し
て
「
博
文
約
礼
」
を
実
践
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
結
果
、
外
交
交
渉
の
場

に
お
い
て
「
意
ヲ
達
ス
ル
」
と
い
う
使
命
を
見
事
果
た
し
、
幕
府

か
ら
褒
賞
さ
れ
た
寒
泉
は
、
中
井
竹
山
の
『
逸
史
』
献
上
に
匹
敵

す
る
功
績
で
あ
る
と
認
識
し
、『
拝
恩
志
喜
』
と
い
う
題
の
記
録

を
残
す
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
喜
び
た
る
や
推
し
て
知
る
べ
し
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）	

王
陽
明
乃
知
其
終
不
可
誣
、
曰
工
夫
即
本
体
、
本
体
即
工
夫
、
是
欲
一

徳
性
問
学
之
張
本
而
亦
禅
機
也
。
非
孔
門
博
約
並
進
之
旨
。
学
者
設
不

誦
法
孔
子
則
已
。
苟
誦
法
孔
子
則
不
可
不
遵
其
所
誨
矣
。

（
２
）	

又
曰
先
知
而
後
行
、
此
固
学
問
之
常
法
。
余
以
為
此
庸
人
孺
子
之
事
耳
。

務
行
其
所
知
、
是
常
法
。
且
知
且
行
、
徳
之
進
也
。
苟
欲
知
而
後
行
、

乃
恐
無
行
之
。
曰
王
陽
明
知
行
合
一
之
説
、
雖
背
古
訓
、
而
砭
如

仁
斉

（
マ
マ
）之

徒
矣
。

（
３
）	

こ
の
「
知
行
並
進
」
と
い
う
理
念
は
、
朱
子
学
に
お
い
て
「
先
知
後
行
」

と
と
も
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
懐
徳
堂
学
派
は
こ
の
二
つ
の

知
行
論
の
う
ち
、「
知
行
並
進
」
を
重
視
し
た
朱
子
学
派
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
中
井
竹
山
の
弟
で
あ
り
、
竹
山
と
同
じ
く
五
井
蘭

洲
に
師
事
し
た
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
︱
一
八
一
七
）
は
、
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
に
も
通
ず
る
と
指
摘
さ
れ
る
思
想
に
よ
っ
て
「
格
物
致
知
」

を
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
履
軒
自
身
、
そ
の
解
釈
は
「
知
行
並
進
」

に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
懐
徳
堂
学
派

は
、「
知
行
並
進
」
を
重
視
し
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
な
思
想
を
展

開
さ
せ
た
朱
子
学
派
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
懐
徳
堂
学
派
の
知
行
論
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』

第
六
九
集
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
４
）	

我
懐
徳
書
院
、
学
問
之
事
、
不
可
譲
於
佗
、
然
不
必
遽
在
于
他
上
。
独

徳
行
之
事
、
則
尤
不
可
不
在
于
他
上
。
博
文
約
礼
之
訓
、
自
古
然
也
。

唯
古
之
学
則
簡
易
、
而
徳
教
与
学
術
、
自
有
関
係
、
不
別
立
其
目
、
以

置
倫
理
教
導
之
法
。
今
之
学
則
諸
科
分
立
、
不
必
関
于
徳
教
、
是
故
倫

理
道
徳
、
不
得
不
別
立
其
門
、
是
亦
自
然
之
勢
也
已
。
唯
博
文
約
礼
之

訓
、
則
不
可
易
矣
。
是
我
書
院
之
所
以
超
于
他
也
。
不
践
其
則
、
則
再

興
無
謂
也
。
古
来
我
書
院
諸
先
哲
、
恭
敬
堂
規
、
以
奉
斯
彝
訓
、
其
率

弟
子
、
厳
肅
而
有
法
、
而
躬
自
行
之
、
諸
生
悦
服
。
是
以
徳
行
有
超
乎

他
也
。
即
今
而
興
之
、
豈
亦
不
法
於
古
哉
。

（
５
）	

聖
学
之
要
、
在
博
与
約
而
已
矣
。
非
博
無
以
治
経
矣
、
非
約
無
以
守
道

矣
。
読
書
之
多
、
操
觚
之
巧
、
謂
之
博
。
処
己
之
正
、
接
物
之
要
、
謂

之
約
。
非
担
当
斯
二
者
、
不
得
言
聖
学
也
。
吾
懐
徳
書
堂
之
学
、
以
之

二
者
、
為
準
的
矣
。〔
中
略
〕
我
邦
之
学
、
鳴
於
近
古
者
、
前
有
山
﨑

闇
齋
、
後
有
物
部
徂
來
。
山
子
之
学
、
有
約
而
無
博
、
物
子
之
学
、
有

博
而
無
約
、
各
堕
於
一
偏
者
也
。
不
可
謂
之
聖
門
之
学
矣
。
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（
６
）	「
懐
徳
堂
旧
記
」（『
懐
徳
』
第
一
二
号
（
一
九
三
四
年
）
所
収
）
に
拠
る
。

（
７
）	

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
８
）	
西
村
時
彦
編
『
懐
徳
堂
遺
書
』（
松
村
文
海
堂
、
一
九
一
一
年
）
に
拠
る
。

以
下
同
じ
。

（
９
）	

こ
こ
で
中
井
竹
山
が
、「
書
ニ
乏
シ
ケ
レ
バ
」
と
前
置
き
し
た
上
で
朱

熹
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
を
挙
げ
て
お
り
、
積
極
的
に
朱
熹
の
著
作
を

文
章
技
法
の
習
得
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
例
示
し
て
い
な
い
点

は
、
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
竹
山
に
と
っ
て
、「
ソ
ノ
簡
潔

雄
渾
ノ
気
ヲ
求
メ
、
務
テ
冗
長
浅
俗
ノ
病
ヲ
一
洗
ス
ル
」
た
め
に
ま
ず

参
考
に
す
べ
き
文
章
は
、
飽
く
ま
で
「
古
経
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）	

荻
生
徂
徠
は
古
言
・
古
文
の
修
得
を
目
指
し
た
初
学
者
の
た
め
の
書『
四

家
雋
』
に
お
い
て
、
明
代
古
文
辞
の
李
攀
龍
・
王
世
貞
と
と
も
に
、
唐

代
古
文
辞
の
韓
愈
・
柳
宗
元
の
文
章
を
選
び
収
め
て
い
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
と
り
わ
け
山
県
周
南
や
太
宰
春
台
は
、
一
篇
の
「
気
脈
」
や
「
一

気
」
の
貫
通
を
修
辞
以
前
に
重
視
し
て
い
る
（
白
石
真
子
「
徂
徠
学
「
文

論
」
に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
一
集
、

一
九
九
九
年
））。
よ
っ
て
徂
徠
学
派
の
中
に
も
、
後
述
の
「
達
意
」
を

軽
視
し
な
い
流
れ
は
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
が
韓
愈
や
柳
宗
元

の
文
章
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
提
示
す
る
の
に
対
し
、
中
井
竹
山
は
普
段

の
学
問
に
お
い
て
扱
う
「
戦
国
先
秦
ノ
諸
書
」
や
「
歴
代
ノ
諸
史
」
か

ら
文
章
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
中
井
竹

山
の
方
が
学
問
（
経
術
）
と
文
章
と
の
関
係
性
が
近
い
。
ま
た
こ
の
徂

徠
学
派
と
竹
山
の
差
異
は
、
両
者
が
習
得
を
目
指
す
文
章
技
法
の
差
異

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
黑
田
秀
教
に
よ
れ
ば
、
中

井
竹
山
は
日
本
人
を
読
者
に
想
定
し
、
日
本
人
が
理
解
し
や
す
い
漢
文

を
書
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
黑
田
氏
は
、

竹
山
の
漢
作
文
論
に
お
け
る
「
漢
文
表
現
の
日
本
化
と
い
う
志
向
」
を

指
摘
す
る
（
黑
田
秀
教
「
中
井
竹
山
に
見
る
懐
徳
堂
の
漢
作
文
―
達
意

を
軸
と
し
て
―
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
六
八
号
、
二
〇
一
九

年
））。

（
11
）	

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
12
）	

岸
上
操
編
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
六
編
（
博
文
館
、
一
八
九
一
年
）

所
収
。

（
13
）	

問
、
作
文
害
道
否
。
曰
、
害
也
。
凡
為
文
、
不
専
意
則
不
工
、
若
専
意

則
志
局
於
此
、
又
安
能
与
天
地
同
其
大
也
。
書
曰
玩
物
喪
志
、
為
文
亦

玩
物
也
。〔
中
略
〕
古
之
学
者
、
惟
務
養
情
性
、
其
佗
則
不
学
。
今
為

文
者
、
専
務
章
句
、
悦
人
耳
目
。
既
務
悦
人
、
非
俳
優
而
何
。
曰
、
古

者
学
為
文
否
。
曰
、
人
見
六
経
、
便
以
謂
聖
人
亦
作
文
、
不
知
聖
人
亦

〔
原
注
曰
一
作
只
〕
攄
発
胸
中
所
蘊
、
自
成
文
耳
〔
原
注
曰
一
作
章
〕。

所
謂
有
徳
者
必
有
言
也
。

（
14
）	『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
子
曰
、
有
徳
者
必
有
言
、
有
言
者
不
必
有
徳
。

仁
者
必
有
勇
、
勇
者
不
必
有
仁
」
と
あ
る
。

（
15
）	
愚
亦
意
、
作
文
於
儒
者
事
最
近
。
然
以
今
世
多
流
於
修
辞
者
、
乃
或
与

博
奕
一
視
、
可
謂
矯
枉
失
直
、
悪
噎
廃
食
者
。
夫
斉
州
人
、
文
字
其
性
、
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如
宋
諸
君
子
、
豈
復
屑
々
焉
、
学
文
章
哉
。
然
大
非
我
邦
文
人
之
比
。

如
我
邦
人
、
纔
著
一
行
文
、
便
誤
填
錯
置
、
豈
能
解
経
伝
深
義
。
愚
嘗

在
江
戸
、
適
視
新
刊
書
。
方
此
時
也
、
酒
匂
川
数
為
居
民
害
、
官
建
禹

祠
、
以
鎮
水
災
、
物
双
松
乃
建
議
、
使
僧
徒
司
其
祠
。
書
即
駁
之
者
、

蓋
学
朱
者
所
撰
也
。
其
論
必
有
可
観
者
、
然
字
句
潦
艸
、
不
成
文
理
。

乃
物
家
学
徒
、
開
巻
胡
盧
不
終
篇
。
可
勝
嘆
哉
。

（
16
）	

い
ま
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、次
の
通
り
で
あ
る
。「
世
有
一
種
学
徒
、

崇
朱
子
之
甚
、
至
謂
寧
負
孔
、
勿
負
朱
。
愚
先
人
尤
崇
朱
子
、
臨
歿
、

召
一
門
生
及
余
、
戒
之
曰
、
慎
勿
与
学
朱
執
拗
者
辨
、
徒
起
争
端
而
已
。

愚
昔
者
在
江
戸
与
一
同
寮
論
学
学
朱
者
也
。
愚
乃
曰
、
朱
子
雖
亦
大
賢
、

亦
有
千
慮
一
失
不
可
従
者
。
其
人
曰
、
或
然
、
不
可
則
固
不
可
従
也
。

唯
在
文
公
決
無
不
可
者
。
執
拗
有
如
此
者
。
先
人
所
戒
在
此
。
高
明
当

猛
省
。
但
尊
朱
不
侫
朱
、
其
庶
幾
乎
」

（
17
）	

し
か
し
五
井
蘭
洲
に
お
い
て
は
、「
文
」
は
徂
徠
学
批
判
や
崎
門
学
批

判
に
お
け
る
中
心
的
議
題
と
な
ら
な
い
。「
文
」
を
両
者
の
批
判
に
お

け
る
中
心
的
議
題
と
し
つ
つ
、「
文
」
と
「
道
」
の
一
体
化
を
目
指
す

の
は
、
中
井
竹
山
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
清
水
則
夫
に
よ
れ

ば
、こ
れ
は
一
八
世
紀
後
期
に
お
け
る
一
つ
の
特
色
で
も
あ
る
と
い
う
。

詳
し
く
は
同
氏「
懐
徳
堂
朱
子
学
之
変
遷

―
五
井
蘭
洲
与
中
井
竹
山
」

（『
日
本
学
研
究
』
三
〇
輯
（
北
京
日
本
学
研
究
中
心
）、
二
〇
一
九
年

刊
行
予
定
）
を
参
照
。

（
18
）	「
答
股
野
嘉
善
」（『
渫
翁
先
生
諸
説
』（
関
西
大
学
総
合
図
書
館
泊
園
文

庫
蔵
）
所
収
））。
横
山
俊
一
郎
は
、
こ
れ
も
ま
た
外
交
と
い
う
職
務
に

携
わ
る
た
め
に
必
要
な
実
務
能
力
を
養
成
す
る
目
的
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
同
氏
「
泊
園
文
庫
蔵
『
渫
翁
先
生
諸
説
』
の
一

考
察
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』第
四
七
号
、二
〇
一
四
年
）

を
参
照
。

（
19
）	

但
山
子
陥
于
偏
固
者
、
究
其
所
自
来
、
豈
有
他
哉
。
固
守
程
子
作
文
之

戒
、
而
然
已
。
蓋
作
文
之
戒
、
在
於
彼
国
則
当
然
、
在
於
我
方
、
則
何

然
哉
。
何
則
彼
文
国
也
、
而
又
有
科
挙
名
利
之
誘
、
所
以
当
戒
也
。
我

則
不
文
之
国
也
。
僅
乎
知
摸
牛
角
已
、
則
始
無
作
文
之
素
習
、
又
無
科

挙
之
利
誘
、
復
奚
戒
。
山
子
無
分
辨
於
此
、
唯
信
程
言
之
遇
厚
、
而
一

禁
操
觚
之
業
、
以
令
子
弟
。
子
弟
以
是
、
又
令
其
子
弟
、
終
頑
然
成
偏

固
之
学
風
、
可
嘆
之
甚
。
是
以
学
其
門
者
、
皆
昧
於
焉
哉
乎
也
。
故
其

所
筆
、
亦
止
国
字
已
。
可
怋
之
甚
。
夫
聖
経
賢
伝
、
載
之
以
文
。
欲
読

之
以
自
得
其
語
意
、
不
深
於
文
、
弗
得
也
。
欲
深
於
文
、
非
専
心
致
志
、

胡
得
。
此
操
觚
之
業
、
所
以
不
可
欠
也
。
何
名
利
之
有
。

（
20
）	

前
述
の
ご
と
く
、
黑
田
秀
教
は
、
中
井
竹
山
が
日
本
人
を
読
者
に
想
定

し
、
日
本
人
が
理
解
し
や
す
い
漢
文
を
書
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
（
注
（
10
）
所
掲
の
黑
田
論
文
）。
し
か
し
中
井
竹
山

お
よ
び
並
河
寒
泉
は
、
一
方
で
「
国
字
」
で
は
な
く
漢
文
を
習
得
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
も
説
い
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
彼
ら
が
単
に
日
本

国
内
の
み
に
通
用
す
る
漢
文
で
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
と
は
言
い

難
い
こ
と
に
も
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
21
）	

湯
浅
邦
弘「
幕
末
の
漢
文
力
―
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂
―
」

（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男
編
『
江
戸
の
漢
文
脈
文
化
』（
竹
林
舎
、
二
〇

一
二
年
）
所
収
）
を
参
照
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
「〝
儒
学
的
日
本
化
〟
学
術
研
討
会
（
中
華
日
本
哲
学
会
二
〇
一
九

年
年
会
）」（
於
中
国
人
民
大
学
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
七
・
二
八
日
）
に
て

発
表
し
た
「
中
井
竹
山
の
文
章
観
」
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

懐徳堂研究　第 11 号　令和 ２ 年 2 月 28 日

44




